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山形市内の小中学生がオオシラビソの稚樹を移植します！ 

（「樹氷復活県民会議」主催：次世代を担う子どもたちによる稚樹移植体験事業） 

 

「樹氷復活県民会議」では、本県の冬のシンボルである「樹氷」の復活に向けて、関係機関・

団体が連携して樹氷を形成するオオシラビソ（別名：アオモリトドマツ）の再生支援に取り組む

こととしております。 

このたび、山形市内の小中学生及び県立村山産業高校の生徒によるオオシラビソの稚樹の探

索・採取・移植を下記により行いますので、当日の取材についてよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１ 日  時 令和６年９月６日（金） 午前９時３０分から１２時頃まで 

 

２ 内容及び 蔵王ロープウェイ蔵王山麓駅からロープウェイに乗車し、樹氷高原駅に集合ください。  

  場  所     

  

 

 

   

 

※時間は当日の天候等により前後しますのでご了承ください。 

 

 ３ 参 加 者 山形市立蔵王第二小学校 児童４６名 

        山形市立蔵王第三小学校・蔵王第二中学校 児童・生徒５名 

        山形市立山寺中学校 生徒１８名 

山形県立村山産業高等学校緑地保全コース 生徒１４名    合計８３名 

         

 ４ そ の 他  当日の注意事項等については、別紙をご覧ください。 

 

 

内 容  時 間 場 所 

開会式・あいさつ ９：３０ 蔵王ロープウェイ樹氷高原駅前 

稚樹の探索・採取 ９：４５ 蔵王ロープウェイ樹氷高原駅付近 

採取後、蔵王ロープウェイ山頂線に乗車し、地蔵山頂駅へ移動 

稚樹の移植 １１：００ 地蔵山頂駅付近の移植地 

【問合せ先】 

 環境エネルギー部みどり自然課 

     課長補佐（総括）鈴木 

 電話：023-630-2205 

【報道監】 

  環境エネルギー部次長 遠藤 

プレスリリース 

樹氷復活県民会議特設ページ 



山麓線
所要時間：７分
運行間隔：15分
乗車人数：53人 山頂線

所要時間：10分
運行間隔：3分
乗車人数：18人

蔵王ロープウェイ
地蔵山頂駅

活動エリアへのアクセス（航空写真）

・開会式は、蔵王ロープウェイ樹氷高原駅付近で行います。
・参加者は名札を付けますが、名前と顔が一致するような写真や映像が出ないようなに配慮
をお願いします。

・恐れ入りますが、取材に係るロープウェイ料金(往復3800円)については
各自で御負担願います。

・歩きやすい服装・登山に適した靴でお越しください。
・荒天の場合、９月９日（月）に延期となります。その場合、県ホームページで
お知らせいたします。

【別紙】

蔵王ロープウェイ
樹氷高原駅駅

移植試験地周辺


